
























されている｡ 吉富, 三村ら (2008) は, 中学校１年生を
対象とし階名聴唱と階名視唱の実態を調査した２)｡ その












































る｡ また, 楽音を用いた旋律創作においては, 音高と音価の配列によって旋律の性質が決まるため, 音高に関する音楽的
能力を獲得することが必須となる｡ 本研究では, 第３学年から第６学年の児童を対象に調査を実施し, 階名聴唱時におけ
る階名認知と音高再生の諸相の一端を明らかにした｡ また, 第５学年の児童が旋律を創作した作品について, 階名認知力
および音高再生力と旋律創作スキルとの関係を分析した｡ その結果, 階名認知力と音高再生力の両方を相当程度保有して
いる児童は, 旋律創作時においても, より高度な技法を用いる傾向にあることが認められた｡





























題 (譜例１) についての階名聴唱である｡ いずれの課題
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① ｢ドレミファソ｣ (５音) で












③ ｢ドレミファソラシド｣ (１オクターブ) で














に階名聴唱をさせた｡ 児童の歌唱は  (
	











なお筆者は, 第39回日本音楽教育学会 (2008) におい
て, 本研究の対象とした調査の結果とその考察について












えられる｡ 課題３ (ソシラ), 課題４ (ラソラ), 課題５
(ラソミ), 課題６ (ミシラ) はわらべうたによく出てく
る音型であるが, 正解率はどの学年でも課題１, 課題２
に比べ低くなっている｡ 中でも課題６の正解率が著しく
低いのは, はじめの２音 (ミ－シ) が５度音程であるこ
とが原因であると考えられる｡
課題７ (ラミソ) と課題８ (ソレミ) は, はじめの２
音が４度音程である｡ 課題７の正解率は, ３年生が231






課題９ (ドミソ), 課題10 (ドファラ), 課題11 (レソ
シ) は主要三和音の構成音である｡ 課題９～11の中では,
課題９の正解率が最も高い｡ これは, 課題１, 課題２と
ともにエクササイズでしばしば取り上げているからだと
考える｡ 課題10と課題11は, どちらもはじめの２音が４
度音程である｡ 課題10の正解率は, ３年生が295％, ４
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譜例１ 階名聴唱課題
全学年の正解率の平均を課題ごとにみると, 最も高い
のが課題１ (ドレミ) の893％で, 以下課題９ (ドミソ)
586％＞課題２ (ミファソ) 570％＞課題４ (ラソラ)
482％＞課題５ (ラソミ) 423％＞課題３ (ソシラ) 403
％＞課題10 (ドファラ) 349％＞課題11 (レソシ) 292
％＞課題８ (ソレミ) 282％＞課題７ (ラミソ) 252％
＞課題６ (ミシラ) 234％＞課題13 (ソドド) 210％＞
課題12 (ミドソ) 205％である｡ 課題１, 課題２以外に
ついては, ３・４年生よりも５・６年生のほうが, 正解
率が高い傾向にある｡ 前述の課題５ (ラソミ), 課題７
(ラミソ), 課題８ (ソレミ) とともに, 課題３ (ソシラ),
課題６ (ミシラ), 課題９ (ドミソ), 課題10 (ドファラ),
課題11 (レソシ), 課題12 (ミドソ) も該当する｡ これ
らのことから, 階名の認知力の獲得に関しては, 中学年
と高学年の間に発達差があると考えられる｡













(ドレミ), ３年生では課題４ (ラソラ) である｡ ３年生
は, １年生の時から授業のはじめにこの音型を使って
｢○○さん｣ ｢はあい｣ と友達の名前を呼び合う遊びを続





課題４が855％で, 以下課題２ (ミファソ) 772％＞課
題10 (ドファラ) 733％＞課題９ (ドミソ) 726％＞課
題５ (ラソミ) 724％＞課題８ (ソレミ) 720％＞課題
３ (ソシラ) 691％＞課題６ (ミシラ) 684％＞課題11
(レソシ) 675％＞課題７ (ラミソ) 662％＞課題12 (ミ
ドソ) 656％＞課題13 (ソドド) 577％の順となってい
る｡
３・４年生と５・６年生の正解率の平均をみると, 課
題２ (ミファソ) は63ポイント, 課題３ (ソシラ) は
47ポイントの差がある｡ 課題１ (ドレミ) と課題４
(ラソラ) は04ポイントで, ほとんど差がみられない｡







階名の正解率が最も高いのは課題１ (ドレミ) で, 以下
課題９ (ドミソ)＞課題２ (ミファソ)＞課題10 (ドファ








の正解率は, 最も高いのが課題１ (ドレミ) と課題４
(ラソラ) で, 以下課題10 (ドファラ)＞課題２ (ミファ
ソ)＞課題５ (ラソミ) と課題９ (ドミソ)＞課題８ (ソ
レミ)＞課題11 (レソシ) と課題12 (ミドソ)＞課題６
(ミシラ)＞課題３ (ソシラ)＞課題７ (ラミソ)＞課題13
(ソドド)の順である｡ 階名の正しさと同様, 課題７ (ラ
ミソ) における０の度数の比率が115％で最も多い｡ ま









課題13 (ソドド) の346％で, 以下課題７ (ラミソ) 32
％＞課題６ (ミシラ) 282％＞課題３ (ソシラ) と課題
11 (レソシ) 269％＞課題12 (ミドソ) 256％＞課題８
(ソレミ) 243％＞課題５ (ラソミ) 218％＞課題９ (ド
ミソ) 179％＞課題２ (ミファソ) と課題４ (ラソラ)
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階名は正解で音高は不正解だった児童の比率は, 課題
１ (ドレミ) が77％で最も高く, 以下課題９ (ドミソ)
51％＞課題２ (ミファソ) と課題10 (ドファラ) 38％
＞課題３ (ソシラ) 26％＞課題５ (ラソミ) と課題７
(ラミソ) と課題12 (ミドソ) と課題13 (ソドド) 13％
＞課題４ (ラソラ) 課題６ (ミシラ) と課題８ (ソレミ)
と課題11 (レソシ) ０％である｡
階名は不正解で音高は正解だった児童の比率は, 最も
高いのが課題12 (ミドソ) の513％, 以下課題６ (ミシ
ラ) と課題８ (ソレミ) 423％＞課題７ (ラミソ) 397
％＞課題11 (レソシ) 372＞課題４ (ラソラ) 359＞課
題10 (ドファラ) と課題13 (ソドド) 333％＞課題５
(ラソミ) 320％＞課題２ (ミファソ) 256％＞課題３
(ソシラ) 243％＞課題９ (ドミソ) 192％＞課題１ (ド
レミ) 38％である｡
階名と音高の両方とも正解した児童の比率は, 最も多
いのが課題１ (ドレミ) の807％で, 以下課題９ (ドミ
ソ) 575％＞課題２ (ミファソ) 551％＞課題４ (ラソ
ラ) 487％＞課題10 (ドファラ) 474％＞課題３ (ソシ
ラ) 461％＞課題５ (ラソミ) 449％＞課題11 (レソシ)
359％＞課題８ (ソレミ) 333％＞課題13 (ソドド) 308
％＞課題６ (ミシラ) 294％＞課題７ (ラミソ) 269％
























(445) を加えて８音を, ３年生以上ではレ (5)































｢静かにねむれ｣ (フォスター作曲, 譜例２) の第３
楽節 (４小節) の主旋律に対して ｢もうひとつのふし｣













童が70名 (897％) である｡ ４小節を埋めることができ









開始音が ｢ド｣ (45) の児童は13名である｡ その
うち７名が１小節目を ｢ドーラファ｣ または ｢ドーラファ｣
(譜例3－2)としている｡ 表５の④和音の構成音を念頭に
おき, Ⅳ度の和音の構成音 ｢ドファラ｣ を重視してつくっ



























































いる｡ しかし, [共通事項] にある旋律, 音の重なりな















きなかった｡ しかし, 長音階でも短音階でも, あるいは
日本のふしの音階である５音音階でも, 楽音に基づく旋
法に基づく旋律創作においては, 階名と音高に関する音
楽的能力の育成が必須となる｡ 今後も, 長期的, 継続的
に実証的な研究を行いたい｡
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